
伊賀市
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書

在宅介護実態調査報告書

結果概要

2020（令和２）年８月

【別紙】

 （報告書を現行計画の「伊賀市の高齢者を取り巻く重点課題」〔24頁-25頁〕にしたがい分類）



１ 調査の目的
老人福祉法第20条の8の規定等に基づく高齢者保健福祉計画ならびに介護保険法第117条の規定に基づく介護保険事業計画を『伊賀市第
６次高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画〔計画期間：2021（令和３）年～2023（令和５）年度〕』として一体的に策定する上で、
高齢者の生活状況や活動状況などの必要な基礎資料を得るとともに、超高齢社会に対する意識や介護保険サービスに対する意向などの
実態を把握することを目的としています。

２ 調査対象（対象者人口：2019（令和元）年9 月末現在）

３ 調査期間

４ 調査方法

５ 回収結果

アンケート実施概要

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査・在宅介護実態調査 実施概要
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調査名 配布数 有効回収数 有効回収率

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 5,000通 3,539通 70.8%
在宅介護実態調査 600通 462通 76.9%

合 計 5,600通 4,001通 －

調査名 対象者 対象者人口 標本数（対象者比率）

介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査

伊賀市在住の65 歳以上の要介護認定のない人及び要支援１・２の人から無

作為抽出
25,213人 5,000人（19.8%）

在宅介護実態調査

伊賀市在住の65 歳以上の要支援・要介護認定者のうち居宅で暮らしている

人から無作為抽出（A票：調査員が認定調査の概況調査等と並行して記入

する項目、B票：主な介護者またはご本人に回答いただく項目 ）

4,938人 600人（12.2%）

合 計 30,151人 5,600人

調査名 期 間

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 2020（令和２）年２月７日～2020（令和２）年２月21日

在宅介護実態調査 2019（令和元）年11月21日～2020（令和２）年４月21日

調査名 調査方法

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 介護保険システムから該当者を無作為抽出し、郵送による配布・回収（自記式）

在宅介護実態調査 認定調査員による聞き取り



回答者の個人属性

（ニーズ調査）回答者の個人属性 1
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一般高齢者では、「夫婦２人暮らし（配偶
者65歳以上）」の割合が39.1%と最も高く、
次いで「息子・娘との２世帯」の割合が
22.4%、「その他」の割合が18.9%となってい
ます。

要支援認定者では、「１人暮らし」の割合
が37.7%と最も高く、次いで「息子・娘との
２世帯」の割合が25.4%、「夫婦２人暮らし
（配偶者65歳以上）」の割合が18.7%となっ
ています。

認定の有無別でみると、要支援認定者に比
べ、一般高齢者で「夫婦２人暮らし（配偶
者65歳以上）」の割合が高くなっています。
一方､一般高齢者に比べ､要支援認定者で
「１人暮らし」の割合が高くなっています。

〔分析〕

世帯割合

今回調査今回調査

前回調査前回調査



回答者の個人属性

（ニーズ調査）回答者の個人属性 2
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一般高齢者では、「たまにある」の割
合が45.8%と最も高く、次いで「よくあ
る」の割合が28.3%、「ない」の割合が
23.2%となっています。前回調査と比較
して「よくある」と回答した割合は微
減し、「ない」と回答した割合は増加
ています。

要支援認定者では、「たまにある」の
割合が42.0%と最も高く、次いで「よく
ある」の割合が40.1%、「ない」の割合
が15.9%となっています。

認定の有無別でみると、一般高齢者に
比べ、要支援認定者で「よくある」の
割合が高くなっています。

〔分析〕

日中独居世帯割合（家族構成が夫婦２人暮らし〈配偶者65歳以上,
あるいは配偶者64歳以下〉、息子・娘との2世帯、その他の人）

今回調査今回調査

前回調査前回調査



回答者の個人属性

（在宅介護実態調査）回答者の個人属性 1
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「その他」の割合が53.2%と最も高く、
次いで「夫婦のみ世帯」の割合が22.5%、
「単身世帯」の割合が19.3%となってい
ます。前回調査と比較して、「単身世
帯」の割合は８ポイントほど減少して
います。

〔分析〕

27.5% 19.0% 49.6% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=601)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

認定者の世帯割合

今回調査今回調査

前回調査前回調査



回答者の個人属性

（在宅介護実態調査）回答者の個人属性 2
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介護者の性別は「男性」の割合が26.3%、
「女性」の割合が71.4%となっています。
前回調査と比較して、男性の割合が微
減しています。

介護者の年齢別は、全体では、「60
代」の割合が37.8%と最も高く、次いで
「50代」の割合が20.9%、「70代」の割
合が18.3%となっています。

「単身世帯」では「50代」「60代」
が」ともに３割強で最も高くなってい
ます。「夫婦のみ世帯」では「80歳以
上」が４割弱で最も高く、これに「70
代」が３割弱で続いており、介護者の
高齢化が際立っています。「その他」
では「60代」が４割強で最も高くなっ
ています。

〔分析〕

30.4% 64.8% 4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=540)

男性 女性 無回答

介護者の性別割合

今回調査今回調査

前回調査前回調査



回答者の個人属性

（在宅介護実態調査）回答者の個人属性 3
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〔分析〕

介護者の年齢別割合

介護者の年齢別は、全体では、
「60代」の割合が37.8%と最も高
く、次いで「50代」の割合が
20.9%、「70代」の割合が18.3%と
なっています。

「単身世帯」では「50代」「60
代」が」ともに３割強で最も高
くなっています。「夫婦のみ世
帯」では「80歳以上」が４割弱
で最も高く、これに「70代」が
３割弱で続いており、介護者の
高齢化が際立っています。「そ
の他」では「60代」が４割強で
最も高くなっています。

今回調査今回調査

前回調査前回調査

0.0 

0.4 
2.0 

7.6 23.1 32.4 17.2 12.2 

1.5 

3.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体（n=540）

20歳未満 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80歳以上 わからない 無回答



現行計画の課題１ 高齢者の相談窓口の強化・充実
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相談窓口について

家族や友人・知人以外で、何かあったときにあなたが相談する人について、「そのような人はいない」が３割強
前回調査と比較して、要支援認定者の「ケアマネジャー」の割合が増加しています
上記の状況にも関わらず、相談窓口が分からないという意見が複数あり。

〔分析〕

〔考察〕

今後相談窓口の周知が一層必要

（ニーズ）問52 家族や友人・知人以外で、何かあったときにあなたが相談する人（いくつでも）

今回調査今回調査 前回調査前回調査



現行計画の課題２ 健康への意識の向上
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健康への意識 1

一般高齢者も要支援認定者も、自分や家族の健康について不安を感じている
前回調査と比較して、自分や家族の健康について不安が増加している

〔分析〕

（ニーズ）問51 日ごろの生活で不安に思っていることはありますか（いくつでも）

今回調査今回調査 前回調査前回調査



現行計画の課題２ 健康への意識の向上
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健康への意識 2

主観的健康観をみると、要支援認定
者では「あまりよくない」「よくな
い」の割合が４割強

前回調査と比較して、要支援認定者
の「あまりよくない」「よくない」
の割合は減少

〔分析〕

（ニーズ）問56 現在のあなたの健康状態はいかがですか（一つを選択）

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題２ 健康への意識の向上
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健康づくり 1

スポーツクラブに参加していない人がおよそ５割
弱

前回調査と比較して、「参加していない」の割合
が増加

〔分析〕

身体を動かすような取組が必要

〔考察〕

（ニーズ）問43 ②スポーツ関係のグループやクラブにどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題２ 健康への意識の向上
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健康づくり 2

健康への取組としては、食事や健康診断が多い
前回調査と比較して、同じ傾向にある

〔分析〕

（ニーズ）問64 介護予防（介護が必要な状態にならないようにすること）のために、日ごろから取り組んでいることは
ありますか（いくつでも）



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり １

生きがいについて思いつかない人が３割
強、要支援認定者に限定すると４割強

〔分析〕

（ニーズ）問42 生きがいはありますか（一つを選択）

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり

13
Copyright © 2020  Iga City All Rights Reserved.

社会参加と生きがいづくり 2

ボランティアのグループの「参加して
いない」の割合が、前回調査と比較し
て高くなっている

〔分析〕

（ニーズ）問43 ①ボランティアのグループにどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり 3

趣味関係のグループの「参加していな
い」の割合が、前回調査と比較して高く
なっている

0.9 

0.9 

0.7 

3.0 

3.2 

0.4 

3.7 

3.7 

3.0 

13.6

14.1

7.1

7.3 

7.6 

3.7 

41.3 

40.8 

47.4 

30.3

29.7

37.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体

(n=3,539)

一般高齢者

(n=3,271)

要支援認定者

(n=268)

（ニーズ）問43 ③趣味関係のグループにどのくらいの頻度で参加していますか。

〔分析〕

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり 4 （ニーズ）問43 ④学習・教養サークルにどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査

学習・教養サークルの「参加していな
い」の割合が、前回調査と比較して高く
なっている

〔分析〕



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり 5 （ニーズ）問43 ⑥老人クラブにどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査

老人クラブの「参加していない」の割合
が、前回調査と比較して高くなっている

〔分析〕



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり 6 （ニーズ）問43 ⑦町内会・自治会にどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査

町内会・自治会の「参加していない」の
割合が、前回調査と比較して高くなって
いる

〔分析〕



現行計画の課題３ 高齢者の社会参加による生きがいづくり
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社会参加と生きがいづくり 7 （ニーズ）問43 ⑧収入のある仕事にどのくらいの頻度で参加していますか。

今回調査今回調査

前回調査前回調査

収入のある仕事の「参加していない」の
割合が、前回調査と比較して高くなって
いる

〔分析〕



現行計画の課題４ 認知症高齢者を見守る地域づくり
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認知症と相談窓口

認知症に関する相談窓口を知っている
割合は３割弱

認知症について、かかりつけ医や地域
包括支援センターに相談できることを
知っている割合は、４割強

（ニーズ）問72 認知症に関する相談窓口を知っていますか（一つを選択）

（ニーズ）問73 認知症の心配がある時、かかりつけ医や地域包括支援センター等に相談できることを知っ
ていますか（一つを選択）

〔分析〕



現行計画の課題４ 認知症高齢者を見守る地域づくり
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認知症を支援するしくみの周知度について

成年後見制度について「知らない」人は３割強
認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らしていく

ために重要なことでは、「医療・介護・地域が連携した早期
発見、早期治療のしくみづくり」「介護保険の施設やサービ
スの充実」をあげる回答が多い

支援する制度の周知が必要

（ニーズ）問74 「成年後見制度」を知っていますか（一つを選択）
（ニーズ）問75 認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らしていくた
めには、どのようなことが重要だと思いますか（いくつでも）

〔分析〕

〔考察〕



現行計画の課題５ 在宅介護を支える地域づくり
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在宅介護を希望する割合

家族のみ、あるいはサービスを活用す
るなど何らかの形で自宅での介護を希
望する人が多い

〔分析〕

（ニーズ）問68 今後、あなた自身に介護が必要になった場合、どのようにしたいです
か（一つを選択）

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題５ 在宅介護を支える地域づくり
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在宅介護に必要な支援 1

認定者では、在宅で介護を継続するために求められている支援は、外出
同行や移送サービスなど、移動に関するものが上位を占める

一般高齢者や要支援認定者では、定期的な訪問診療・訪問看護などを求
める声が多い

移動を支援するサービスの充実が必要

〔分析〕

〔考察〕

7.9%

17.9%

21.2%

9.3%

10.6%

23.2%

19.9%

18.5%

10.6%

4.6%

33.1%

4.7%

6.5%

12.1%

6.5%

7.5%

20.6%

22.4%

7.5%

6.5%

7.5%

38.3%

2.9%

7.0%

5.5%

1.8%

1.1%

15.8%

12.1%

9.9%

8.1%

6.3%

53.7%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

単身世帯(n=151) 夫婦のみ世帯(n=107) その他(n=272)

（在宅A）問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、
さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複数選
択可）



現行計画の課題５ 在宅介護を支える地域づくり
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在宅介護に必要な支援 2

一般高齢者や要支援認定者では、定期的
な訪問診療・訪問看護などを求める声が
多い。前回調査と同じ傾向

定期的な訪問診療・訪問看護を受けられ
る体制づくりが引き続き必要

相談窓口の充実が必要

〔分析〕

〔考察〕

（ニーズ）問69 介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して生活を続けるための在
宅医療や在宅介護が課題となっていますが、どのような整備が特に必要と思いますか（一
つを選択）

今回調査今回調査

前回調査前回調査



現行計画の課題５ 在宅介護を支える地域づくり
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介護者の半数は働いていない。ただ「単身
世帯」の場合、「働いていない」人は３割
強となっている。前回調査と比較して、フ
ルタイムが微減

介護者について 1

〔分析〕

23.5% 18.0% 54.1% 2.6%1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=540)

フルタイム勤務 パートタイム勤務 働いていない わからない 無回答

（在宅B）問１ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（１つを選択）

今回調査今回調査

前回調査前回調査
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今後の介護の展望では、「続けていくのは、
やや難しい」「続けていくのは、かなり難
しい」を合わせた割合は、１割強。「単身
世帯」では２割弱に上る

前回調査と比較して、「問題なく、続けて
いける」の割合が減少し、「問題はあるが、
何とか続けていける」が増加している

介護者について 2

〔分析〕

24.4% 48.7% 8.5% 5.1%3.4%9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=234)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない 無回答

（在宅B）問４ 主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか（１つを選択）
※B票問1でフルタイム、パートタイムで働いていると回答した人のみ

今回調査今回調査

前回調査前回調査




